
4830 パリ滞在記：大通りとパリ・メトロ３号線 121 

 

サンザラール駅から北上。⼤通りとの交差点、プラス・ド・クリシー（Clichy）駅がある。 

モンマルトルの墓地へ⾏く道がある。⼤通りは東⻄。⻄に進路をとった次第。 

また余分なことだが、東に⾏くとブランシュ駅、ゴッホの家や、ムーラン・ルージュがある。 

そして、次の地下鉄駅が、ピガール。モンマルトルの丘、サクレ・クール寺院、 

サン・ピエール教会、ダリ美術館などがある。後⽇、ご紹介。 

 

 

 
 

 

話を元に戻して、東への進路。プラス・ド・クリシー（Place de Clichy）から 

ローム（Rome）駅、ヴァリエ（Villiers）、モンソー（Monceau）、クールセル（Courcelles）、 

テルヌ（Ternes）、シャルル・ド・ゴール（Charles de Gaulle-Etoile）凱旋門。 

次の駅が、Victor Hugo（ヴィクトル・ユゴー）、２号線の終点のポルト・ドーフィヌ。 

 

写真で巡るパリの旅。説明がくどくなるので、先に説明。 

そうしたことで、旅をしたような・・・ そんな感じ⽅を期待して、掲載。 

動画ではない。画像記録はいろいろ。 

読み⽅も、発⾳も久楽には、難しい。ボデイランゲージが、活躍したのは⾔うまでもない。 

花より団⼦。⾷事の⼤切さ。時に、⼩さなポケット辞書がサポートしてくれた。 

 

 



ワグラム通りの表⽰。パリの凱旋⾨を中⼼に、放射線状に延びる、12 本の通りの⼀つ。 

説明によると、パリ 8 区と 17 区にある道路で、テルヌ駅から凱旋⾨まで。 

あっ、凱旋門が見えた。もうひと頑張り。しかし、いろいろなお店やレストランがあるので、 

ウインドーショッピング。楽しい時間帯で、道草の連続。疲れない。 

 

 

   

 

 

 

 


